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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、中世説話集の作品世界とそれを生み出した基盤の世界との双方を見据え、その相互交渉のありようを探
ることで、個々の作品に特有の発想や構想の依って来たるところを論究しようとしたものである。 
 第１部（第１～６章から成る）では、鎌倉時代成立の説話集『沙石集』を対象に、この作品を特色づける法談の形
態とそこに盛られた発想、思想について追求を試みる。 
 第１章では、『摩訶止観』とその注釈書『止観輔行伝弘決』の『沙石集』における投影を分析し、これらの書物が
撰者・無住の学識の中核を担っていたことを推測するとともに、作品内部で展開される法談の主要テーマの形成にこ
の書の言説が関与する様相を明らかにする。 
 第２章は、『沙石集』の第一次成立段階を示していると考えられる前半巻五までの部分について、全体を通して共
通する発想・構想の核として「真如の顕現」というモチーフが認められることを指摘し、この観点から作品の統一的
理解を試みようとした論である。 
 第３章は、何次にも亘る『沙石集』改稿作業における無住の意図を、諸本間での異同の著しい巻六以降の部分を対
象として考察したものである。無住が目指していたのは、円滑な法談の流れの実現ということであり、『沙石集』の
仏教文学としての魅力の第一もこの点に存することを指摘した。 
 第４章では、『沙石集』の序文および巻一において鮮明に打ち出されている「出離生死」「菩提心」を説く法談の流
れが、巻による濃淡の差こそあれ、作品の全編に亘って認められるものであり、それは本作の法談の基調と言いうる
ものであることを論じている。 
 第５章では、『沙石集』裏書中に目立つ地蔵関連記事の検討を通して、無住の地蔵信仰の核心に出離を求める心が
あること、したがって地蔵関連記事の多さは「出離生死」「菩提心」を説くこの作品の法談のあり方と密接に関わる
現象であることを、改稿作業の具体と絡めて指摘する。 
 第６章では、『沙石集』中に示される聖徳太子をめぐる言説の分析から、この作品執筆時の無住の思想的根幹部分
が真言・禅・律にあり、かつそれらが栄西流の臨済禅的環境に由来するものであることを明らかにしている。 
 第２部（第１～６章から成る）は、室町時代成立の説話集『三国伝記』を対象に、作品の内部世界と外部環境との
影響関係について考究したものである。 
 第１章では、天台六十巻に原拠をもつ説話の考察を通して、『三国伝記』の成立基盤が直談と称される中世後期の
法華経注釈の世界と密接に関わることを明らかにするとともに、撰者・玄棟についても天台談義所ゆかりの人物と推
定する。 
 第２章では、『三国伝記』の別伝接続箇所を緒に、この作品における説話構成と三国説話を一単位とする配列原理
とが、成立基盤の世界の影響を受けながらも、独自な内部秩序に従っている事実を指摘し、それを玄棟の自覚的方法
と認定する。 
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 第３章は、『三国伝記』に登場する多くの霊地・霊場に生身の仏菩薩と権者の姿が目立つ点に着目、玄棟がこの作
品の霊地を通して描こうとしたのは、こうした権者・化人の活躍による日本国の仏法興隆の姿であったと説き、さら
に作品中に占める代表的権者聖徳太子の位置の重要性についても指摘した論である。 
 第４章では、『三国伝記』に認められる権者による仏法興隆という基本的発想が、玄棟の日頃から馴染んでいた中
世太子伝の世界に育まれたものであろうと推測、あわせて序文に名の出る足利義満に玄棟が聖徳太子の姿を重ね見て
いた可能性についても論究する。 
 第５章では、中世太子伝の世界を背景に据えることで、『三国伝記』の根幹にある発想を観音の化身・聖徳太子と
日本の神祇との提携による日本仏法興隆の構図にあると読み解き、加えて玄棟の長谷観音への信仰を作品中に顔を覗
かせる大和長谷川党との関連において捉えようとする。 
 第６章では、『三国伝記』が『長谷寺験記』から多量に説話を受容していることの背景として、玄棟が長谷寺にお
ける観音と神々との関係に、自らの思い描く日本仏法興隆の構図を見出した点を指摘、さらに玄棟の理想とする神仏
の提携関係の原型が彼にとってのもっとも身近な霊地・善勝寺にあったことを明らかにしている。 
 第３部（第１～４章から成る）は、説話集およびその周辺に位置する作品の外部環境との関連について論じたもの
である。 
 第１章では、平安末期、天仁三年に行われた法華講経の実際の聞書である『百座法談聞書抄』を取り上げて、そこ
に天台六十巻の投影を探るとともに、法華講経の場において説話がどのように語られたのか、その実態を考察しよう
とする。 
 第２章では、平安末期の成立と推定される説話集『注好選』の中に、天台六十巻を中核とする法華経注釈に用いら
れる説話の体系、いわば法華経をめぐる説話世界の体系の投影を探り、この作品に収められる説話が法華講経の如き
場を一旦経由している可能性が高いことを論じた。 
 第３章では、まず『今昔物語集』の観音説話や地蔵説話に認められる菩薩の本誓への夥しい言及について、『今昔』
撰者がそうした本誓に強く惹かれながら説話叙述を進めている点を指摘し、それは慈悲の菩薩行の精神への撰者の強
い共感に由来するものであると説く。さらに、仏菩薩の本誓が立てられたのは、太古の天竺世界であったが、『今 
昔』撰者はその本誓が時間的、空間的に想像を絶する遠さを超えて、我が国において実現している事実を個々の説話
叙述を通して確認すると同時に、自らの信奉する仏法が、天竺という始源の世界に確実につながるものであることを
本誓を通して実感しつつ、集の編纂を進めていたであろうと推測、あわせて救世の本誓を引っ提げて我が国に垂迹し 
た観音の化身・聖徳太子の本作における位置の重要性についても指摘する。 
 第４章では、学僧にして天台修験の行者でもあった亮海の『諸国一見聖物語』を取り上げ、その中の説話と風景描
写に注目、前者についてはその出自や亮海による整序の方向を吟味し、後者については瀟湘八景等、同時代の文芸事
象との深い関わりを亮海と慈円との心理的紐帯を背景に捉えようとしたものである。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
本論文は、論文名が示すとおり『沙石集』『三国伝記』『今昔物語集』などの中世説話集の作品世界と、それ
ら説話集の成立基盤を相互的関係のうちに捉え、説話研究の総合化をめざそうとしたものである。この方面の
研究は、法華経直談や太子伝研究の高まりとともに近年著しい盛況をみせているが、一方で二極化傾向が指摘
されても久しい。成立基盤にもっぱら関心が向けられ、作品理解に研究盛況の反映がみられないのである。本
論文はそうした中で、説話集編者の思想的始発を問うことで、作品世界とその基盤を繋いで、もって説話研究
を文学研究の領域に位置づけることを意図した論考である。大部で難渋な経典の奥深くに分け入っての出典探
査、法談談義の場の環境考察、説話撰者の信仰心への想察、どれ一つをとっても容易ならざる中で、本論文の
意欲的な取り組みが説話研究の水準を一挙に押し上げた。 
そうした著しい成果をまず確認し、以下、各論の審査結果を述べる。 
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第1部は、『沙石集』を対象に６章から成る。 
第１章は、『摩訶止観』とその注釈書『止観輔行伝弘決』が『沙石集』の中心典拠にあること明らかにする。
該書が古くから基礎的経典とされながら、その難渋さ故に研究者を容易に近づけなかった中、見事な探求を果
たし、『沙石集』出典研究はここに飛躍的前進をみた。まさに決定論と呼ぶべき労作である。 
第２章は、一旦完成を見た『沙石集』前半部を貫くモチーフを指摘し、無住のこの説話集編纂意図を推測す
る。第３章は、この位置づけを踏まえ、後半部にみられる無住のしばしばの改稿が、前半部同様の円滑な法談
の流れを強く意図した所為であることを説く。確証の得がたい問題だけに異論もあろうが、撰者の意図と方法
を明確にし、もって『沙石集』の特質と魅力を鮮やかに提示している。 
第４章、第５章も一体の論。まず第４章では、『沙石集』の法談の基調が「出離生死」と「菩提心」にあると
説き、これを前提に、第５章では、地蔵関連記事が目立つ『沙石集』の改稿作業が、その法談基調を更に強化
する方向でなされていることを説得的に論述し、『沙石集』裏書をめぐるこれまでの代表的見解の書き変えを果
たした。 
続く第６章も、『沙石集』執筆当時の無住の仏法の立脚点を探った好論。無住が日本仏法の初発を聖徳太子に
求めながらも、真言密教・達磨・鑑真の３点の存在にこだわる点を指摘し、彼の日本仏法「濫觴」のイメージ
が真言・禅・律の臨済禅的環境に由来することを説く。叡尊・忍性らの当代太子観や舎利信仰とも比較し、そ
れらとはかなり隔たりのある無住の仏教史理解を闡明にする。仏教文学を基礎づける部分での注目すべき新見
解というべきで、説話研究の新たに踏み出すべき方向を示して貴重である。 
第２部は『三国伝記』を対象とした諸論６章から成る。 
第１章は『三国伝記』が『法華文句』など天台三大部六十巻に多く源泉が辿れること、それらが法華談義所
経由で吸い上げられていることを、目配り確かな出典考証で明らかにしている。従前、等閑視されてきた「天
台三大部六十巻」をはじめて典拠研究の場へ引き上げた画期的労作である。 
第２章は、『三国伝記』が「巡の物語」という連想趣向様式に沿って配列をみていることを解き明かした論。
第１章の成立基盤論と好一対をなす。学界に大きな衝撃を与えた述作で、若くして「日本古典文学会賞」の栄
誉に輝いた事実が、全ての価値を物語る。今後とも、説話研究の根源的位置を占めるものであろう。 
第３章から第５章も、相互に補完しあう論考が並ぶ。いずれも『三国伝記』と聖徳太子、とりわけ中世太子
伝との関わりを論じたもので、日本仏法の興隆を描こうとした編者玄棟の聖徳太子へのまなざしを、自坊善勝
寺のあった近江の霊地霊場への関心（第３章）、足利義満との関係（第４章）、長谷観音信仰をめぐる問題（第
５章）において捉える。これまでどちらかと言えば無機質的な研究が目につく説話研究の中で、編者玄棟の心
の拠り所を確かな方法をもって探り、充実した諸で構成される本論文にあってもひときわ異彩を放つ。説話研
究のありようが文学史事情を増幅する一規範を示した述作といえよう。 
第６章は、玄棟が理想とする神仏の提携関係を『長谷寺験記』から探った論。近江の観音伝承とも重ね合わ
せて述べられる見通しからもこのテーマの重要性が感得できるが、論者自身も触れるように、玄棟の人物像の
明確化など、今後に残される部分もある。 
第３部は、話集やその類縁作の成立基盤をめぐっての考察。全４章から成る。 
第１章は、平安時代の法華講和の場における説話利用の実態を『百座法談聞書抄』に辿った論。講経の庭を
追体験的に検証し、法華経霊験譚と三大部六十巻が伝統的に重視されてきたことを、説得的に論じる。 
第２章は、『注好選』にも又、法華経をめぐる様々な次元の説話の流入が見られることを説き､該書の当代童
蒙書としての特質を指摘する。 
第３章は、『今昔物語集』撰者の本誓への注視が、この説話集で、天竺観音の化身としての聖徳太子の位置づ
けに繋がっていることを、地蔵説話、薬師説話をも視野に入れながら論じる。天竺・震旦・日本の時空で捉え
られる本誓譚の多様な説話的表現を見事に掘り起こし、そのむこうに、「本誓譚」と「本地譚」の切り結びまで
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もが期待される力作である。 
第４章は、『諸国一見聖物語』に代表される宗教者の旅日記が「文芸の旅日記」に繋がる文学史的流れを説く。
本論文にあってはやや異色ながら、文学史事情への重要な追補となろう。 
本論文は、叙上の如く、説話集作品とその成立基盤を自覚的方法をもって繋ぎ、説話研究の豊かな可能性を
示すきわめて充実した内容を誇る。出典研究を大きく塗り替えての新知見の披瀝、新たな方法論と視座を導入
し、説話研究を文学史総合化へ結実させようとの意図など、まさに余人の追随を許さぬ述作である。学界の水
準を高めた本論文の成果はきわめて顕著であると評価される。 
 
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
